


































































































































 図 5　取得単位数の表示 図 6　ホームゼミナール登録の判定
４．課　題
　現在の	T-NEXT システムでは、学生リストをユーザが自由に作成することはできず、あら
かじめ事務局で設定されたリストを利用するか、検索によって学生を列挙する必要がある。こ
の点を自動化することができれば、手元で作成した学生グループを一覧することが可能にな
り、複数のグループの管理を行うことが可能になる。しかし、この点はトラフィックが増大す
ることが予想される点から、実装を見送った。T-NEXT	のバージョンアップで対応されるこ
とを期待したい。
　判定条件や表示項目については、それぞれの教員で必要とする内容が異なっている。これら
は全てユーザスクリプト内に記述する必要がある。これを、ルール記述言語と、そのルールを
解釈して動作するスクリプトとに分割することができれば汎用性が高まる。しかし一方で、必
要とされるルールが教員間で著しく異なっていることは想定しにくいことと、一方で汎用ルー
ル記述言語を定義し実装することが困難であることから、個別にルールを実装することで対応
し、ルール記述言語の実装は行わなかった。
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